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機能の概要
サービス明細の入庫/請求自動決済 (ERS) および自動請求書処理
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機能の概要
新機能: サービス明細の入庫/請求自動決済 (ERS) および自動請求書処理

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

• SAP Ariba Buying and Invoicing
• SAP Ariba Invoice Management

この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

• ERS を有効化する前に、適用条件についてサプライヤ
と合意が成立している必要があります。

• ERS 取引に対してサプライヤ所在地を有効化するのに
必要なデータインポートタスクが完了していることを確
認します。

現在、SAP Ariba では、入庫/請求自動決済 (ERS) は商品
明細でのみサポートされています。お客様は、サービス明
細でも ERS を使用できるように望んでいます。

この機能により、SAP Ariba ソリューションにサービス注
文書の自己請求 (入庫/請求自動決済 (ERS)) が導入さ
れます。

この機能を使用すると、参照されているサービスシート
が完全に承認 (処理) された場合に、ERS のフラグが設
定されているサービス明細に対して請求書が自動的に
登録されます。

また、この機能では、訂正サービスシート (マイナスの
サービスシートとも呼ばれます) もサポートされます。訂
正サービスシートにより、処理済みのサービスシートを取
り消し、自動生成されたクレジットメモを使用して、対応
する請求書を取り消します。

お客様は、購入申請に ERS フラグを設定して、サービス
シートが承認されたときにサービス明細を自動請求書処
理の対象とすることができます。
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バイヤーがサ
ービス注文書

を
作成する

サプライヤが
サービス注文

書を
受信する

サプライヤが注
文書をオーダー
確認に変換する
/契約からサー
ビスシートに明
細を追加する

バイヤーがサ
ービスシートを
受信する

サプライヤが
サービスシー
トの回答を受
信する

バイヤーが承
認し、サービ
スシートの回
答を送信する

サプライヤが
自己請求によ
る請求書を表

示する

自動請求書
(ERS)

サプライヤが
請求書の回答
を受信する

バイヤーが照
合し、請求書
の回答を送信

する

バイヤー
サプライ
ヤ

サービス注文
書の
コピー

サービスシー
トのコピー

照合済み請求
書を ERP で
受信する

以下は、ERS のフラグが設定されたサービス明細を生成するワークフローの概要です。

バイヤーが購
入申請を作成

する

発注マネージャグループまたは請求書マネージャグループのメンバシップを持つ承認者が、購入申請の
親明細に対して [入庫/請求自動決済 (ERS) を許可] フィールドが [はい] に設定されていることを確認
してから購入申請を承認します
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機能の概要
新機能: サービス明細の入庫/請求自動決済 (ERS) および自動請求書処理

サービス明細に ERS 取引のフラグを設定する方法と Ariba Network でのサプライヤ側の表示

購入申請の親明細 サプライヤ側の注文書の表示

サービスシートが提出および承認された後にサプライヤが受信する請求書
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訂正サービスシートの作成方法
ERS 明細および ERS 以外の明細の両方に対して訂正サービスシートを作成して、何らかの事情で過剰に請求処理された品目の数量を取り消すことができ
ます。

前提条件: 訂正サービスシートを登録するサービスシートに対応する請求書の状況が、「承認済み」または「照合中」である必要があります。

機能の概要
新機能: サービス明細の入庫/請求自動決済 (ERS) および自動請求書処理

.
• 訂正サービスシートの品目の数量には、負の値のみ指定できます。この負の値は、取り消す必要がある数量に対応します。

• SAP Ariba ソリューションでは、参照されているサービスシートの明細の全数量を上限に取り消すことができます。

注: 訂正サービスシートが承認されると、請求金額を相殺するクレジットメモの自動作成が行われます。
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訂正サービスシートの作成方法
以下の図は、ERS 明細で訂正サービスシートを作成した場合の結果です。この例では、マイナスのサービスシートとクレジットメモの両方が作成されます。

機能の概要
新機能: サービス明細の入庫/請求自動決済 (ERS) および自動請求書処理
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サイト設定オプション

この機能の一部は、サイト設定パラメータによって制御されます。サイト設定パラメータは、貴社の管理者が [Ariba システム管
理者] の [カスタマイズマネージャ]/[パラメータ] で設定することができます。

• Application.Procure.EnableERSForServiceItems (セルフサービスに対して有効)

入庫/請求自動決済 (ERS) のフラグが設定されているサプライヤの承認済みサービスシートから、請求書を自動的に生成
するかどうかを決定します。このパラメータと Application.Procure.EnableERS パラメータの両方が「はい」に設定されている
場合、サービスシートが完全に承認される (SAP Ariba Buying and Invoicing) か、外部システムからインポートされる (SAP 
Ariba Invoice Management) と、請求書が自動的に登録されます。また、ユーザーは ERP 明細または ERP 明細と ERP 以
外の明細の組み合わせの請求書発行済みサービスシートを参照して訂正サービスシートを作成することもできます。
このパラメータの初期値は「いいえ」です。

• Application.ServiceSheet.EnableCorrectionServiceSheet (セルフサービスに対して有効)

SAP Ariba ソリューションで、請求書発行済みサービスシートを参照して訂正サービスシートを作成することをユーザーに
許可するかどうかを指定します。
このパラメータの初期値は「いいえ」です。

機能の概要
新機能: サービス明細の入庫/請求自動決済 (ERS) および自動請求書処理


